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研究背景
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➢ 2050年カーボンニュートラル実現に向け、 温室効果ガスの削減は喫緊の課題
➢ 建築物分野（業務・家庭部門）は、我が国のエネルギー起源CO₂の約3割を
占める重要分野

➢ 地域単位でエネルギー実態を把握・最適化する、エリアエネルギーマネジメントシス
テム（エリアEMS）に注目が集まっている

➢ エリアEMSはこれまで新築やスマートシティ中心に導入されてきたが、 既存建築
物への展開が今後の課題

➢ 特に、建物更新が進まない地方都市における実用的なエネルギー管理手法とし
ての活用が期待される

(出典：NYC Energy and Water Benchmarking)(出典:ローレンス・バークレー国立研究所)

サンフランシスコ市
City Building Energy Saver

ニューヨーク市
Energy & Water Performance Map
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研究目的
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➢ 長崎県（離島を除く区域、以下同じ）をフィールドとして、建築物のエネルギー消
費量等の情報を地理情報システム（GIS）と組み合わせ、都市のエネルギーマ
ネジメントシステムを構築する

➢ 同システムを用いて建築物のエネルギー消費実態把握や傾向分析を行うことで、
カーボンニュートラルに向けた省エネ・創エネ対策の具体的な施策立案に役立てる
ことを目的とする。

地下埋設物データ

国土数値情報・国土基盤情報

基盤地図情報

道路基盤地図情報

民間建物データ

：国土交通省が保有するデータ
：民間や自治体が保有するデータ

国土に関するデータ

経済活動に関するデータ
道路交通データ、人口流動データ等

×

◼ サイバー空間 ◼ フィジカル（現実）空間

フィードバック
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長崎県の温室効果ガス排出の推移
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➢建築物に関連する排出量（業務その他と家庭）は全体の38%を
占めている

➢国全体の建築物分野の割合より約8ポイント大きい値

出典：第2次長崎県地球温暖化（気候変動）対策実行計画
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長崎県における温暖化対策実行計画
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➢実行計画の目標実現に向けて実績に基づく進捗状況を把握すること
が重要

➢建物のエネルギー消費量データを分析することで、より効果的な対策
の立案が可能になる

出典：第2次長崎県地球温暖化（気候変動）対策実行計画進捗状況（令和5年度）

https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2024/10/1730084327.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2024/10/1730084327.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2024/10/1730084327.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2024/10/1730084327.pdf
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2024/10/1730084327.pdf
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自治体による都市のエネルギーマネジメントシステムの提案
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自治体独自のエネルギーデータベース
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エネルギー
消費量調査

エネルギー消費量の
ベンチマークの提示

Web
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住宅非住宅建物

エネルギー消費量実態調査情報

1. 設備概要
・熱源方式
・冷暖房燃料等

2. エネルギー消費量
・電気使用量
・都市ガス使用量等

3. 省エネ対策

建物概要

1.住所

2.建物用途

3.建物階数

4.延床面積

5.竣工年

GIS建物データ（空間情報）

長崎県
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エネルギーデータベースの構築
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一次エネルギー消費量の算出方法

参照：JSBC 日本サステナブル建築協会
https://www.jsbc.or.jp/utility/siteinfo.html
：建物ポイントデータ ZENRIN

長崎県建物
延床面積[㎡]

一次エネルギー消費量
原単位[KJ/㎡]

一次エネルギー消費量 
[KJ]× ＝

延床面積：ZENRIN建物ポイントデータに格納されている長崎県内建物の延床面
 積を使用

一次エネルギー消費量：冷暖房設備や換気設備、給湯機器、照明器具などの  
エネルギーの合計

一次エネルギー消費量原単位：ある建物の1㎡当たりの一次エネルギー消費量

暖房

冷房

照明

給湯

その他

デパート・スー
パー

https://www.jsbc.or.jp/utility/siteinfo.html
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長崎県内の建築物の分布状況

建物用途別件数
割合

建物用途別延床面積
割合

• 個人家屋が最も多く341,673件と最も多く、全体の約78％を占める
• 非住宅は全体の約10％を占める

• 個人家屋が最も多く約67,264,417㎡と最も多く、全体の約54％を占める

約78％

約54％
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住宅のエネルギー消費量：オンサイトセンターの活用
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参考にした統計情報：家庭部門のCO2排出実態統計調査
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非住宅建物のエネルギー消費量：DECCの概要

➢ 一般社団法人日本サステナブル建築協会（JSBC）が公開してい
る非住宅建築物の環境公開データベース。

➢ 公開用データベースは、2007年度から2018年度までに調査を行っ
た建物の情報から作成している。

➢ 本研究では、公開用詳細データベースで公開されている年・月・時
刻別の一次エネルギー消費量を用いて調査を行った。

建物用途別件
数
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年間一次エネルギー消費量

一次エネルギー消費量[GJ]

一次エネルギー消費量原単位
[KJ/㎡]

• デパート・スーパーの一次エネルギー消費量原単位が最も多く、延床面積が大きくな
るほど原単位が小さくなっている。

• 個人家屋の一次エネルギー消費量が最も多く、デパート・スーパーの約2.5倍。
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データベースの作成方法

参照：建物ポイントデータ ZENRIN

：メッシュデータ https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00200521
：詳細地図 https://www.esrij.com/products/data-content-geosuite-shosai/

GISに建物
形状を挿入

建物情報
を挿入

建物形状と情
報を結合

メッシュで
分割

250ｍ

250ｍ

エネルギー消
費量で色分

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00200521
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00200521
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00200521
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00200521
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00200521
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長崎県全体の建築物一次エネルギー消費量
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建物用途別一次エネルギー消費量

小・中学校

ホテル・旅館

全建物

戸建 事務所

マンション 公共

病院

デパート・スーパー
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エリアの電力実態に基づく対策エリア抽出
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町丁目単位での建築物エネルギー消費実態の把握

17

➢建物のエネルギー消費量をメッ
シュだけでなく町丁目レベルで
集計することもできる

➢自治体ごとに町丁目レベルで
早急な対応が必要なエリアを
抽出することができる
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公共施設の省エネ対象施設の抽出
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地域外電気

地方都市

地域新電力事業者 地域の需要家

日本卸電力取引所
JEPX

工場

住宅

公共施設

地域外電気

地方都市
地域の需要家

工場

住宅

電力の補給

一般電気事業者

一般電気事業者

➢ 需要家の中に、地方都市内の電力消費量の数%を占める公共施設が含まれているため、
地域新電力の普及・活用は再生可能エネルギー利用促進に寄与すると考えられる。

一般的なエネルギーシステム

地域新電力を活用したエネルギーシステム

2

非再生可能エネルギー

再生可能エネルギー

再エネ
非再エネ

太陽光発電
木質バイオ

廃棄物発電

公共施設

地域新電力の概要
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分析データ概要
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参考文献：長崎市HP「地域エネルギー事業体の設立について
https://www.city.nagasaki.lg.jp/shimin/170000/173000/p032025_d/fil/NSE.pdf

公共施設
163施設(約62万㎡)

ながさきサステナエナジー
（長崎市が35％出資）

清掃工場
7,200kW

調達

小売

JEPX

太陽光発電
1,155kW

調達

長崎市

余
剰
売
電

不
足
買
電

(小売り開始：2020年10月)

小学校：58施設
中学校：34施設
市民文化系施設：16施設
行政施設：20施設

：

自治体地域新電力：
ながさきサステナエナジー

建物属性情報
敷地面積、建築面積、延床面
積、用途

データ数
合計163件

用途（大分類）毎の物件数
• 事務所系（市役所・公民
館・地域センター等）：30

• 学校系（小学校・中学校・
高校等）：90

• その他：11件

電力データ：物件ごとの30分
単位の電力実績データ[kWh]
データ期間：2023年4月1日～
2024年3月31日

https://www.city.nagasaki.lg.jp/shimin/170000/173000/p032025_d/fil/NSE.pdf
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一次エネルギー消費原単位とベンチマークの比較
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ベンチマーク：DECC（地域区分7）
一次エネルギー換算係数：8.64[MJ/kWh]

事務所系 学校系 その他の系

➢ 全体的に一次エネルギー消費量は、DECCの電力のみの原単位より低い。
➢ 事務所では、原単位は約700[MJ/㎡]を境に急増しており,庁舎系の施
設と公民館系の施設で使用形態が異なることが要因と考えられる

➢ その他施設では、特に原単位が大きい施設は,施設用途が水族館,斎場
であり特定設備の稼働時間が長い等が要因と考えられる

出典：田中, 鶴見,范, 河野, 村上：既存建築物のエリアエネルギーマネ
ジメントシステムの開発に関する研究―その 1 地方都市における市域全
体および公共施設を対象とした電力実績データ分析による施策展開手
法の検討―, 第44回エネルギー・資源学会研究発表会 講演論文集, 

236-240
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省エネポテンシャルの高い建物の抽出方法
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4象限分類

X:一次エネルギー総量
Y:延床面積あたりの一次エネルギー
 消費原単位データ
⇒任意の区分線（総量、原単位）
を引くことで、4つの象限に分類し、施
設の特徴を整理する

出典：山村他, 公共施設におけるカーボンマネジメント構築 に向けた調査研究 その 1 公共施設のエネ
ルギー消費 傾向と 4 象限分類分析, 日本建築学会大会学術講演梗 概集, 2017.07
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省エネポテンシャルが高い建物の抽出〔事務所系施設〕
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管理レベル：A

管理レベル：C

省エネ改修ポテンシャルが高い施設
（管理レベルA）
⇒35件中7件

ZEB化ポテンシャル高い施設
（管理レベルC）
⇒35件中6件

➢ 公民館は比較的郊外に立地する
施設であるため,設備機器の老朽
化による運転効率の低下等が,
管理レベルAに分類された要因

➢ 管理レベルCにある公民館の用途
は,利用頻度の影響も考えられる

公民館

出典：田中, 鶴見,范, 河野, 村上：既存建築物のエリアエネルギーマネジメント
システムの開発に関する研究―その 1 地方都市における市域全体および公共施
設を対象とした電力実績データ分析による施策展開手法の検討―, 第44回エネ
ルギー・資源学会研究発表会 講演論文集, 236-240
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省エネポテンシャルが高い建物の抽出〔学校系施設〕
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管理レベル：A

管理レベル：C

省エネ改修ポテンシャルが高い施設
（管理レベルA）
⇒95件中40件

ZEB化ポテンシャル高い施設
（管理レベルC）
⇒95件中37件

➢ 一次エネルギー消費量の総量と
原単位との間に一定の相関が見
られ,施設の利用頻度に大きな差
異はない

➢ 断熱性能の違いや設備機器の
老朽化による運転効率低下等が,
原単位の変動要因

公民館

出典：田中, 鶴見,范, 河野, 村上：既存建築物のエリアエネルギーマネジメント
システムの開発に関する研究―その 1 地方都市における市域全体および公共施
設を対象とした電力実績データ分析による施策展開手法の検討―, 第44回エネ
ルギー・資源学会研究発表会 講演論文集, 236-240
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省エネポテンシャルが高い建物の抽出〔その他系施設〕
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管理レベル：A

管理レベル：C

省エネ改修ポテンシャルが高い施設
（管理レベルA）
⇒14件中5件

ZEB化ポテンシャル高い施設
（管理レベルC）
⇒14件中5件

出典：田中, 鶴見,范, 河野, 村上：既存建築物のエリアエネルギーマネジメント
システムの開発に関する研究―その 1 地方都市における市域全体および公共施
設を対象とした電力実績データ分析による施策展開手法の検討―, 第44回エネ
ルギー・資源学会研究発表会 講演論文集, 236-240
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まとめ
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➢長崎県を対象に、建築物のエネルギー消費量とGISを組み合わせた
都市エネルギーマネジメントシステムを構築

➢用途別・地域別のエネルギー消費実態を可視化し、町丁目単位で
の高消費エリアや公共施設の省エネポテンシャルを定量的に抽出

➢抽出結果をもとに、効率的な脱炭素施策立案に向けた基礎情報を
提供

➢本システムを活用し、再生可能エネルギー導入計画や需要削減対
策を戦略的に推進

➢他自治体や民間事業者とのデータ連携を通じ、地域全体でカーボン
ニュートラル実現を加速


